
【発表項目およびコメント】

高校教育改革を加速！「改革先導拠点校」４校を申請

令和８年度災害対応訓練の実施

「令和８年経済センサス-活動調査」にご協力ください

「くまもと新時代ゼミ」ゼミ生を募集しています



高校教育改革を加速！

「改革先導拠点校」４校を申請

●データサイエンスを活用した「新たな理数系人材育成モデル」の開発拠点
【拠点校】 人吉高校  （協力校）人吉・球磨管内高校
データ分析を基に課題解決や意思決定につなげる「データサイエンス」の手法を用いて、半導体関連産業はもとより、
農業・防災・医療等、産業高度化が急速に進む中で広く求められる「理数系人材」を育成
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●農業ＤＸを推進できる「戦略的農業人材」育成の拠点

【拠点校】 菊池農業高校  （協力校）県内農業関係高校
将来の本県の農業を担う人材の育成のため、スマート農業を活用し、農業ＤＸを推進できる「戦略的農業人材」を育成

●実践力を備えた「地域共創型エンジニア」育成の拠点
【拠点校】 天草工業高校  （協力校）天草管内高校及び県内工業関係高校
地域産業のＤＸ化、社会インフラの維持、防災対応等を担い、地域で暮らし働き続けられる実践力を備えた
「地域共創型エンジニア」を育成

普通
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●学習機会の制約を超えてつながる多様な学びの拠点
【拠点校】 熊本高校  （協力校）県内の小規模校
小規模校における学習機会の制約を解消するための遠隔教育拠点を整備するとともに、多様な地域の高校生同士が
ネットワークを通じてつながり、地域課題をＡＩやデジタル技術の実装で解決する学びを提供

普通



県の高校教育改革の取組イメージ

R7 R8 R9 R10 R11～

■実行計画に基づく県内全体での取組み

▸専門高校の機能強化・高度化
▸普通科改革を通じた高校の特色化・魅力化
▸地理的アクセス・多様な学びの確保 etc

※国の新たな財政支援(令和９年度予算編成過程で検討)
を活用

熊本県高校教育
改革実行計画
（仮称）

※提言及びグランド
デザインを踏まえ
R8年度中に策定

国の高校教育改革
グランドデザイン

（R8.2）

県立高校あり方
検討会提言
（R7.9）

■高等学校等教育改革促進基金を活用した
改革先導拠点校での取組み（R8～R10）

取組・成果を
域内の高校に
普及

「世界や地域で活躍する人財（人材）」
「多様な他者と協働しながら社会に主体的に参画する人材」を育成！



・市町村や県警、消防、自衛隊等と連携して２月～５月にかけて

計７回の豪雨対応訓練を実施

・今年度は令和７年８月豪雨の検証結果を踏まえ、夜間に豪雨災害

が発生した想定の訓練を実施

豪雨対応訓練を公開で実施します

第７回訓練（５月22日（金））には

災害対策本部長である知事も参加

令和７年度豪雨対応訓練



地震対応訓練の実施計画

4月14日   職員参集訓練

9月12日 総合防災訓練（図上）
 10月10日 総合防災訓練（実働）
     （予定） ※熊本地震と同規模の災害を

   想定した訓練を実施予定

11月上旬頃  南海トラフ地震広域応援訓練 令和6年度総合防災訓練

県民のくらしを守るため、市町村や関係機関と訓練の一層の充実を
図ることで、実際の災害に的確に対応できる体制を整えます。



県民の皆様へのお願い

○「避難場所」などの確認
  …マイタイムラインの活用

○「予防的避難」の徹底
  …明るいうちに、早めの避難

○「非常持ち出し品（備蓄品）」
 の再点検
  …少なくとも３日分の飲料水・

   保存食・生活必需品や、薬など 参照：「くまもとマイタイムライン」の専用Webサイト

災害への日頃の備えや早めの避難が、
ご自身やご家族の命を守ることにつながります。



「令和８年経済センサス-活動調査」にご協力ください

〇令和８年６月１日（月）を期日として「令和８年経済センサス-活動調査」が実施される
（総務省・経済産業省、県、市町村）

〇経済活動の実態を明らかにするため、全ての事業所・企業を対象に５年に一度実施

〇調査結果は、物価高騰対策の各種支援制度をはじめとした経営支援制度や各種補助
 金の検討材料、地域防災計画策定や商店街等の活性化などの基礎資料として活用

 ⇒より多くの回答が県内経済活動の把握、県の政策立案への活用につながる

①既に４月1日からインターネット回答用の書類が順次郵送
②スマートフォン、パソコンで簡単回答
（インターネット回答を推奨）
③インターネット回答が確認できない時は調査員が訪問
④調査員は「調査員証」を携帯しているので、安心して
 ご回答いただきたい
⑤回答期限は６月８日（月）



「くまもと新時代ゼミ」ゼミ生募集中

◎ 今後の“くまもと”を担う職員を対象に、

  ①これまでのやり方から
  ②所属の枠から   
  ③現場に

“飛び出す”人材を育成

「人を育てる」ことは「くまもと新時代」
を実現するための重要なキーワード

ゼミ長は木村知事、県・市町村・民間企業から計４０名を募集

「くまもと新時代ゼミ」の実施

5月29日〆切
県HPで募集中！



「くまもと新時代ゼミ」カリキュラム

◎ 研究テーマ「３０年後のくまもとを考える」

県・市町村・民間と、背景が違う
ゼミ生が５人１組のチームを組み、
「３０年後のくまもとのありたい姿」
を考え、実現するため、「くまもと」
に何が必要なのか、研究を進める。



「くまもと新時代ゼミ」昨年度の研究結果

◎ 研究テーマ「３０年後のくまもとを考える」

半導体関連、食、防災など、くまもとの強みを生かした
研究結果が多く発表された

※発表資料からイメージとして一部抜粋



昨年度のゼミ生（第１期生）の声

手探りで始まったが、

素晴らしい学びと交流の場になった。

研究が対話により研鑚されていく

のにわくわく。充実した時間だった。

講師陣による熱い講義、行政と民間の

垣根を超えた出会い。業務や他の研修では
味わえない体験で有意義だった。

自分の視野を広げたい方にとって
有意義な学びの場であり、
多くの方に勧めたい。

R8.1.23 ゼミ長への報告

仲間と共にゼロから作り上げる
楽しさを改めて知ることができた。

積極的な姿勢と本気
で学ぶ覚悟が求めら
れるが、深い学びと
成長が待っている。熱量を浴び、

熱量を感じ、
熱量をもらえた。

立場を超えて楽しくコミュ
ニケーションをとりながら

未来を考えることができる。

職場の枠を超えて、
真剣に悩む機会は

唯一無二の経験。
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